
Rio3224-D2 Firmware 

主なアップデート内容 

 

V1.85 

V1.85の変更点 

• Audinate社提供の Danteモジュール Brooklyn3に対応しました。Brooklyn3搭載のハードウェア

はシリアル番号ラベルの型番の横に"B"が刻印されており、V1.85より前のバージョンにダウング

レードはできません。使用している Danteモジュールは、Dante Controllerでも確認できます。

Danteモジュールごとの、使用しているオープンソースライセンスについては、 Audinate社のウェ

ブサイト(英語)をご覧ください。  

https://www.audinate.com/legal/software-licensing 

 

V1.83で修正された不具合 

• 本デバイスと DHCPサーバーを再起動したときに、ごくまれに他の TCP通信に Danteモジュー

ルが影響を与える不具合を解消しました。 

V1.82で修正された不具合 

• Rio3224-D2, Rio1608-D2 V1.81にて以下の不具合を修正しました。 

o コンソールの設定ファイルをロードしたとき、またはシステム起動時に、HA GAIN値が正

しく反映されない。 

o RIVAGE PM と組み合わせて使用したときに、素早く HA GAINの調整をすると、操作と

逆方向に戻るような挙動をすることがある。 



V1.81で修正された不具合 

• CL/QL/RIVAGE PMに Rio3224-D2と Rio1608-D2両方がマウントされているシステムにおい

て、Rio3224-D2と Rio1608-D2を同時に電源投入すると、システム起動時、あるいはシーンリコ

ール時に、まれに Rio3224-D2の INPUT CH17から CH32の HAパラメータが、設定した値にか

かわらず初期値になることがある不具合を修正しました。 

V1.80から V1.83での変更点 

• 部品変更に対応しました。また、部品変更による新ハードウェアはシリアル番号ラベルの型番の横

に”A”が刻印されており、それぞれ以前のバージョンへのダウングレードはできません。 

 

V1.80で修正された不具合 

• 40日以上連続稼働した場合にディスプレイの表示が消灯し復帰しない不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• V1.83以降で Dante Domain Managerのドメインに参加したことがあり、V1.82以前にダウングレ

ードした場合、Danteモジュールが正常に動作せず設定が変更できなくなることがあります。 

その場合は、Dante Domain Managerのドメインに参加させてから再起動するか、本体を初期化

してください。 

お知らせ 

• 部品変更を行い、一部仕様が変更されました。 

シリアル番号ラベルの型番の後ろに Aが刻印されている製品は刻印がない製品から以下の通り

変更されます。 

入力 +18 sample 出力 +1 sample 

• 1台の Rio-D2/Rio-D/Ri8-D/Ro8-Dは、DM3, TFおよび R Remote等が動作しているコンピュー

ターの合計最大 6台からリモートコントロールできます。また別途 4台の RIVAGE PM (HY144-

D(-SRC)), DM7, CL, QLからリモートコントロールできます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 



• CL/QLシリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。 

o Y###-********** 

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16進数 3桁 (000 ~ FFF) 

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) 

o Y### を含めて 31文字までです。 

o Y###-で示される UNIT IDが Rシリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID番号)。CL/QLシリーズの CONSOLE ID番号は Rシリーズの UNIT ID番号と重複し

て使用できます。 

V1.83 

V1.83で修正された不具合 

• 本デバイスと DHCPサーバーを再起動したときに、ごくまれに他の TCP通信に Danteモジュー

ルが影響を与える不具合を解消しました。 

V1.82で修正された不具合 

• Rio3224-D2, Rio1608-D2 V1.81にて以下の不具合を修正しました。 

o コンソールの設定ファイルをロードしたとき、またはシステム起動時に、HA GAIN値が正

しく反映されない。 

o RIVAGE PM と組み合わせて使用したときに、素早く HA GAINの調整をすると、操作と

逆方向に戻るような挙動をすることがある。 

V1.81で修正された不具合 

• CL/QL/RIVAGE PMに Rio3224-D2と Rio1608-D2両方がマウントされているシステムにおい

て、Rio3224-D2と Rio1608-D2を同時に電源投入すると、システム起動時、あるいはシーンリコ

ール時に、まれに Rio3224-D2の INPUT CH17から CH32の HAパラメータが、設定した値にか

かわらず初期値になることがある不具合を修正しました。 

V1.80での変更点 

• V1.80は部品変更に対応しました。また、部品変更による新ハードウェアはシリアル番号ラベルの

型番の横に”A”が刻印されており、V1.80からそれ以前のバージョンへのダウングレードはできま

せん。 



 

V1.80で修正された不具合 

• 40日以上連続稼働した場合にディスプレイの表示が消灯し復帰しない不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• V1.83以降で Dante Domain Managerのドメインに参加したことがあり、V1.82以前にダウングレ

ードした場合、Danteモジュールが正常に動作せず設定が変更できなくなることがあります。 

その場合は、Dante Domain Managerのドメインに参加させてから再起動するか、本体を初期化

してください。 

お知らせ 

• 部品変更を行い、一部仕様が変更されました。 

シリアル番号ラベルの型番の後ろに Aが刻印されている製品は刻印がない製品から以下の通り

変更されます。 

入力 +18 sample 出力 +1 sample 

• 1台の Rio3224-D2/Rio1608-D2は、R Remoteが動作している最大 6台のコンピューターからリ

モートコントロールできます。また、別途 4台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7からリモートコントロ

ールできます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

• CL/QLシリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。 

o Y###-********** 

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16進数 3桁 (000 ~ FFF) 

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) 



o Y### を含めて 31文字までです。 

o Y###-で示される UNIT IDが Rシリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID番号)。CL/QLシリーズの CONSOLE ID番号は Rシリーズの UNIT ID番号と重複し

て使用できます。 

V1.82 

V1.82で修正された不具合 

• Rio3224-D2, Rio1608-D2 V1.81にて以下の不具合を修正しました。 

o コンソールの設定ファイルをロードしたとき、またはシステム起動時に、HA GAIN値が正

しく反映されない。 

o RIVAGE PM と組み合わせて使用したときに、素早く HA GAINの調整をすると、操作と

逆方向に戻るような挙動をすることがある。 

V1.81で修正された不具合 

• CL/QL/RIVAGE PMに Rio3224-D2と Rio1608-D2両方がマウントされているシステムにおい

て、Rio3224-D2と Rio1608-D2を同時に電源投入すると、システム起動時、あるいはシーンリコ

ール時に、まれに Rio3224-D2の INPUT CH17から CH32の HAパラメータが、設定した値にか

かわらず初期値になることがある不具合を修正しました。 

V1.80での変更点 

• V1.80は部品変更に対応しました。また、部品変更による新ハードウェアはシリアル番号ラベルの

型番の横に”A”が刻印されており、V1.80からそれ以前のバージョンへのダウングレードはできま

せん。 

 



V1.80で修正された不具合 

• 40日以上連続稼働した場合にディスプレイの表示が消灯し復帰しない不具合を修正しました。 

お知らせ 

• 部品変更を行い、一部仕様が変更されました。 

シリアル番号ラベルの型番の後ろに Aが刻印されている製品は刻印がない製品から以下の通り

変更されます。 

入力 +18 sample 出力 +1 sample 

• 1台の Rio3224-D2/Rio1608-D2は、R Remoteが動作している最大 6台のコンピューターからリ

モートコントロールできます。また、別途 4台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7からリモートコントロ

ールできます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

• CL/QLシリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。 

o Y###-********** 

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16進数 3桁 (000 ~ FFF) 

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) 

o Y### を含めて 31文字までです。 

o Y###-で示される UNIT IDが Rシリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID番号)。CL/QLシリーズの CONSOLE ID番号は Rシリーズの UNIT ID番号と重複し

て使用できます。 

V1.81 

V1.81で修正された不具合 

• CL/QL/RIVAGE PMに Rio3224-D2と Rio1608-D2両方がマウントされているシステムにおい

て、Rio3224-D2と Rio1608-D2を同時に電源投入すると、システム起動時、あるいはシーンリコ

ール時に、まれに Rio3224-D2の INPUT CH17から CH32の HAパラメータが、設定した値にか

かわらず初期値になることがある不具合を修正しました。 

V1.80での変更点 

• V1.80は部品変更に対応しました。また、部品変更による新ハードウェアはシリアル番号ラベルの

型番の横に”A”が刻印されており、V1.80からそれ以前のバージョンへのダウングレードはできま

せん。 



 

V1.80で修正された不具合 

• 40日以上連続稼働した場合にディスプレイの表示が消灯し復帰しない不具合を修正しました。 

お知らせ 

• 部品変更を行い、一部仕様が変更されました。 

シリアル番号ラベルの型番の後ろに Aが刻印されている製品は刻印がない製品から以下の通り

変更されます。 

入力 +18 sample 出力 +1 sample 

• 1台の Rio3224-D2/Rio1608-D2は、R Remoteが動作している最大 6台のコンピューターからリ

モートコントロールできます。また、別途 4台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7からリモートコントロ

ールできます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

• CL/QLシリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICEとして認識するために使

用します。 

o Y###-********** 

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16進数 3桁 (000 ~ FFF) 

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) 

o Y### を含めて 31文字までです。 

o Y###-で示される UNIT IDが Rシリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID番号)。CL/QLシリーズの CONSOLE ID番号は Rシリーズの UNIT ID番号と重複し

て使用できます。 



V1.70 

V1.70の新機能 

• Dante Domain Manager (DDM)の SMPTEモード*(ST2110-30 clocking)に対応しました。この

ため DDM登録中はWord Clockと Preferred Masterが変更できなくなります。 

*DDMの SMPTEモードでは、ドメインは SMPTE ST2110-30クロッキング用に構成され、Dante

デバイスと非 Dante SMPTEデバイス間のオーディオの相互運用性を実現します。 

お知らせ 

• 1台の Rio3224-D2/Rio1608-D2は、R Remoteが動作している最大 6台のコンピューターからリ

モートコントロールできます。また、別途 4台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7からリモートコントロ

ールできます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

• CL/QLシリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICEとして認識するために使

用します。 

o Y###-********** 

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16進数 3桁 (000 ~ FFF) 

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) 

o Y### を含めて 31文字までです。 

o Y###-で示される UNIT IDが Rシリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID番号)。CL/QLシリーズの CONSOLE ID番号は Rシリーズの UNIT ID番号と重複し

て使用できます。 

V1.51 

V1.51で修正した不具合 

• 電源投入時にまれに以下のメッセージが誤って表示される不具合を修正しました。 

V1.50 

FPGA ACCESS ERROR 

PLEASE RE-START THE SYSTEM 

V1.30及びそれ以前のバージョン 

FPGA update is required. Now version:r0.30b 

Current version #1:V?.??p #2V?.??p #3: V?.??p #4: V?.??p 

Start writing? 

• 軽微な不具合を修正しました。 



V1.50の新機能 

• ProVisionaire Controlのシステムモニタリング機能に対応しました。 

V1.50で修正した不具合 

• 軽微な不具合を修正しました。 

お知らせ 

• 1台の Rio3224-D2/Rio1608-D2は、R Remoteが動作している最大 6台のコンピューターからリ

モートコントロールできます。また、別途 4台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7からリモートコントロ

ールできます。 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

• CL/QLシリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。 

o Y###-********** 

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16進数 3桁 (000 ~ FFF) 

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) 

o Y### を含めて 31文字までです。 

o Y###-で示される UNIT IDが Rシリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID番号)。CL/QLシリーズの CONSOLE ID番号は Rシリーズの UNIT ID番号と重複し

て使用できます。 

V1.50  

V1.50 の新機能  

• ProVisionaire Control のシステムモニタリング機能に対応しました。  

V1.50 で修正した不具合  

• 軽微な不具合を修正しました。  

お知らせ  

• 1 台の Rio3224-D2/Rio1608-D2 は、R Remote が動作している最大 6 台のコンピューターから

リ 

モートコントロールできます。また、別途 4 台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7 からリモートコントロ

ールできます。  

• Dante Controller でレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。  



• CL/QL シリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。  

o Y###-**********  

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16 進数 3 桁 (000 ~ FFF)  

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) o  Y### を含

めて 31 文字までです。  

o Y###-で示される UNIT ID が R シリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID 番号)。CL/QL シリーズの CONSOLE ID 番号は R シリーズの UNIT ID 番号と重複

して使用できます。  

V1.30  

V1.30 で修正した不具合  

• 軽微な不具合を修正しました。 

お知らせ  

• 1 台の Rio3224-D2/Rio1608-D2 は、R Remote が動作している最大 6 台のコンピューターから

リ 

モートコントロールできます。また、別途 4 台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7 からリモートコントロ

ールできます。  

• Dante Controller でレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。  

• CL/QL シリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。  

o Y###-**********  

o # は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16 進数 3 桁 (000 ~ FFF)  

o * は任意の文字 (英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可) o  Y### を含

めて 31 文字までです。  

o Y###-で示される UNIT ID が R シリーズ間で重複しないようにしてください(###は UNIT 

ID 番号)。CL/QL シリーズの CONSOLE ID 番号は R シリーズの UNIT ID 番号と重複

して使用できます。  

V1.20  

V1.20 の新機能  

• Dante Domain Manager のレイテンシーに対応しました。 



V1.20 で修正した不具合  

• 複数台マウントしたときに、HA GAIN の操作後反映に時間がかかる不具合を修正しました。  

• 複数台マウントしたときに、HA GAIN が操作できないことがある不具合を修正しました。  

Notices  

• 1 台の Rio3224-D2/Rio1608-D2 は、R Remote が動作している最大 5 台のコンピューターから

リ 

モートコントロールできます。また、別途 4 台の CL/QL/RIVAGE PM10/PM7 からリモートコントロ

ールできます。  

• Dante Controller でレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。  

• CL/QL シリーズでは、以下のデバイスラベルは SUPPORTED DEVICE として認識するために使

用します。   

Y###-**********   

# は 0 ~ 9、A ~ F (大文字) の 16 進数 3 桁 (000 ~ FFF)  * は任意の文字 

(英字(大文字または小文字)、数字、- (ハイフン)が使用可)  Y### を含めて 

31 文字までです。   

Y###-で示される UNIT ID が R シリーズ間または Rio3224-D2/Rio1608-D2 間で重複しないよう

にしてください(###は UNITID 番号)。   

CL/QL シリーズの CONSOLE ID 番号は R シリーズの UNIT ID 番号と重複して使用できます。  

V1.10 

V1.10 の新機能  

• Dante Domain Manager に対応しました。  

• RIVAGE PM10/PM7、CL、QL からのリモートコントロールに対応しました。   

RIVAGE PM10/PM7 は V2.02 以降、CL/QL は V4.5 以降を使用してください。  


